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特集！ 

令和3年度 グループ学習発表会（Part２） 

生活環境コース、園芸専攻、音楽文化専攻、美術・工芸専攻 

 

令和３年度のグループ学習発表会の後半部分は、 １月 28 日の生活環境コース（７グループ）からスタートしました。２月

４日に園芸専攻（３グループ）、3 月 1 日音楽文化専攻（3 グループ）、同 2 日は美術・工芸専攻（４グループ）が相次い

で開催されました。各グループから寄せられた学習の取り組み、成果、苦労話、反省点などをご紹介します。 

◇生活環境コース◇ 

【神戸の脱炭素のために！】 

脱カーボンファイブ 大高 松男 

私たち５人は、世界と日本の脱炭素への潮流を学ぶと

共に、わが街神戸の再エネ動向と課題を調査研究しました。

地球温暖化には、脱炭素と再エネが第一の解決策であるこ

とを学びました。神戸は日照時間が長く、地勢的に豊富な

自然資源があるため、太陽光発電が適していることが解りま

した。しかし、神戸の太陽光は期待ほどの伸びはなく、2030

年再エネ目標値の達成は困難ではないかの懸念を持ち、

脱炭素社会づくりの遅れも感じて各種の提言をまとめました。

その中で、ひとりひとりのライフスタイルでの行動変容の重要

性を訴えました。 

テーマ選定理由は、温暖化に伴う問題が身近なものとな

り、例えば、世界で異常気象、食料問題や水不足などが発

生していることに問題意識を持ったからです。こうした中で、

神戸はどんな状況なのか、私たち市民に何ができるかを問い

かけながら行動しました。 

フィールドワークでの実体験はコロナ禍により十分にはでき

ませんでしたが、脱炭素先進都市の洲本市の調査から、ど

ういう実行体制とやり方が大切なのかについて理解を深め、

良い所を神戸でも実施したいと考えました。 

グループ学習全体を通した評価としてはメンバーが、一つ

の課題に向って 10 カ月間悩みながら意欲的に行動できた

ことは貴重な経験であり、仲間の絆が大変深まりました。 

 

【次世代エネルギーの研究】 

次世代エネルギー研究グループ 樫原 秀樹 

(1) 研究内容 

化石燃料が枯渇した後の、新エネルギー源としての水

素の可能性について学習した。 

(2) テーマの選定理由 

化石燃料の枯渇に伴うカーボンニュートラルの可能性

がある、次世代エネルギー源としての水素の可能性につ

いて学習することに興味を抱き、テーマとして選定した。 

(3) 研究経緯 

神戸市が推進している「水素スマートシティ神戸構想」

を知った。すでに神戸空港島に液化水素の荷揚基地が

建設され、海外から液体にした水素を船で運ぶ実証

（水素サプライチェーン構築実証事業）が開始されて

いる。さらにポートアイランド内に水素からつくった電気と

熱を、街中に供給する実証(水素エネルギー利用システ

ムの開発実証事業)が開始され、水素発電プラントが建

設されている。 

1 月 28 日カレッジホールにおいて、3 年間の集大成となる 26 期生グループ学習発表会が開催されました。発表は 7 グル

ープで、テーマは「脱炭素社会」・「自然災害」・「自然環境」・「活動消費」・「水道水」等、生活環境全般のジャンルから選ば

れていました。コロナ禍で活動が制限される中、8 カ月間に及ぶフィールドワークや学習会の成果をパワーポイント、動画や電子

音声を駆使し工夫された発表でした。壇上ではコントを交えたり、説明を全員で分担したりとグループの一体感が感じられる、

個性溢れるプレゼンテーションでした。 

（生環 28 期 佐野 幸男） 
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再生可能エネルギー（新エネ）だけでは化石燃料による

エネルギーに取って代わることは、とうてい無理であることから、

不足分を補完するための水素エネルギーについて学習した。 

神戸環境未来館におけるフィールドワーク 

 

【迫り来る自然災害、備えは大丈夫ですか？】 

ハッピーセブン 植野 茂樹 

われわれのグループは、神戸における自然災害に対応す

る減災方策を学習テーマとしました。 

神戸市は大雨が降ると、急流を流れ下る水が大量の土

や石を運び、土砂災害が起きやすくなっています。近年の地

球温暖化の影響により、豪雨の規模・頻度ともに激しさを

増しています。さらに、南海トラフ地震が今後 30 年以内に

70％～80％の確率で発生すると予想され、津波に対応す

る必要もあります。 

過去の経験と反省を学習して、自然災害に対する行政

の防災対応と私たちの防災意識を調べ、私たちの心構えや

取り組みを絞り込んで学習しました。 

グループ活動期間中、新型コロナの第４・５波の影響に

より、フィールドワークに苦労しましたが、神戸市危機管理セ

ンター他見学４カ所、徳島県訪問調査他 4 カ所、三木防

災センター体験学習、日赤防災セミナー参加の活動ができ

ました。 

最後に防災アンケートでご協力をいただきました健福、生

環、国際クラスの皆さまに感謝申し上げます。 

 

 

【川と海の今 どうしてイカナゴはこんなにも減っ

たのか】 

二十の瞳 中森 敏博 

私たちの住む神戸の街は六甲の山並みを背に、光り輝く

瀬戸内海・大阪湾を望む自然豊かな街です。しかし近年こ

の海の中では、さまざまな問題が生まれています。イカナゴの

不漁は神戸の街から、くぎ煮の香りを消し去ろうとしています。

名産品の須磨ノリには色落ちしたものが現れ、海にすむ魚の

胃には小さくなったプラスチックごみが蓄積していると聞きます。

ところが、昔赤潮で覆われた海は見なくなりました。海は透

明度を増しているのです。 

昔を知る私たちは、海の変化について詳しく知りたいと集

まりました。 

先人たちの努力で海がきれいになった。でもどうして魚が

捕れなくなったのか。それに

はチッソが大きく影響してい

ました。富栄養化によって青

緑に汚れた海は、透明な貧

栄養化の海に変わっている

のです。浄化施設が完備さ

れ、河川改修による流入水の変化もありました。 

河川調査海岸調査を繰り返し、専門家の意見を受けな

がら、この問題をどうするべきかを話し合い、意見を衝突させ

ながらまとめました。 

 

 

 

 

 

 

【生活環境のなかの森林浴】 

みんなで森林浴 頼安 孝正 

「生活環境のなかの森林浴」とは、居住地近くの森林(マ

イフォレスト)の下をゆっくり散歩することです。ステイホームの

期間に近くの森を歩いて心地よさを感じたことがテーマ選定

の動機です。 

私たちは週に 1 回 1 時間程度の森林浴を続けた時の効

果を検証することにしました。森林浴をする場所に、鵯越駅

～烏原水源地周回コースを選び 2 カ月間歩きました。効果

の判定は数値で表せる血圧にしました。8 回の森林浴の前

後に血圧を測りその結果、徐々に血圧が適正値になり、休
人と防災未来センター見学 
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止後も効果が 1 カ月間持続することを確認できました。 

これまでの森林浴の医学実験では「日帰り」、「2 泊 3 日」

など長時間で１回の森林浴の効果が報告されています。 

我々の成果は、短時間でも継続すれば効果が持続で

きるということが明らかにできたことです。神戸には身近に森

林浴ができる場所がたくさんあります。メンバーのマイフォレス

トとともに、市内のマイフォレストに適すると思われる９コース

を選択し歩き、各々を評価・紹介しています。そして「みんな

で森林浴に行こう」と提案します。 

 

【SDG目標 12"エシカル消費=つくる責任,つ

かう責任"私たちのできることは何か？"つかう責

任"を考える】 

KSC エシカル広報部 山本 正秋 

SDGs をご存じですか？ 

17 の目標がお互いに支え合っています。自然環境が社

会環境を支え、さらにそれが SDG 目標 12 の位置する経

済圏を支えます。 

 身近なところに目を向けましょう。 

 例えばしあわせの村のマルシェ。季節の野菜、お米、花、

卵、蜂蜜等、これは産直、地産地消です。これがエシカルで

す。賢い消費者になる。消費者自身が、良識的な買い物

をすることが世界のさまざまな問題解決に役立つことを考え

ました。 

①環境②社会③地域④人 をキーワードに学園祭に初

参加しました。来場者約 150 名。交流、アンケート、認証

マーク、フェアトレードの商品、有機野菜、エコバッグ制作、

寄付活動も行いました。22,150 円のご寄付は、「認定

NPO 女性と子ども支援センターウイメンズネット・こうべ

WACCA」に贈呈しました。 

光と影の部分もあります「グリーンウォッシュ」はいいことばか

りではありません。この社会活動は結果がすぐに見えません。

このような単年度で結果の出ないもの、シリーズで取り組む

べきテーマは、今後もつないでいただきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「神戸の水道水、なぜそのまま飲まないの？」～

神戸の水道水はどこから？～ 

グループ・アクア 羽田 文雄 

水道の蛇口をひねると、あたりまえのように水がでる。その

水はどこからきたのだろう？どんな

工程を経て水道水になったのだろ

う？水道水をそのまま飲んでいる

人は、どのくらいいるのだろう？水

道水を飲まない人が増加したのは

なぜだろう？水道水を飲まない選

択は正しいのだろうか？それらのこ

とに疑問を持った 6 人が、グルー

プ・アクアを結成した。 

水に関する市民の疑問を知る。そのためのアンケートを取

る。グループで水の飲み比べを行う。その疑問を解決するた

めフィールドワークを行う。神戸の水道水は今どうなっている

のか、神戸市の水はどこから来ているのか、高度浄水処理と

は、水道水のおいしさとは、布引ダムと淀川の水の味が違う

のはなぜか等を考察した。 

そのグループ学習で行った調査研究を踏まえ、提言した。 

グループのメンバーとしては、この１年、水に関する多くのこと

を学び、改めて水の大切さを知ることができ、神戸市民の一

人として、もう一度「神戸の水道水、なぜそのまま飲まない

の？」「神戸の水はどこから？」と考えることが大切であると思

った。 
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◇園芸専攻◇ 

 

【ジャガイモの省力栽培方法の提案】 

       1 班 アンデスレッドグループ 米井 陽 

研究テーマを決めるにあたって、これまでの先輩方がどのよ

うな研究をしたのか調べましたが、ジャガイモをテーマとした事

例は多く、かなり研究し尽くされた感がありました。 

その中で興味を引かれたのが 24 期の「超浅植え栽培」に

関する研究栽培でした。超浅植え栽培は、近年省力栽培

としてクローズアップされており、また、先輩の報告書には研

究栽培でやり残した「課題」の記載もあり、「これだ！」という

ことで研究テーマとしました。また、少し欲張って、これまでの

研究栽培では取り上げられてない「春植え栽培と秋植え栽

培の比較」「リビングマルチの有効性」も研究テーマに加えま

した。種イモが１カ所の販売店では確保できず、２カ所の

販売店での種イモを使用したことで、生育にかなりの差が生

じるハプニングなど、計画通りにいかなかったことも多々ありま

したが、なんとか、3 年間の集大成としての報告書を完成さ

せることができました。 

春植えと秋植えの２度で

多量のジャガイモが収穫で

き、家計の助けにもなりまし

たが、最大の収穫は、計画

段階から収穫そして報告書

作成までを、班員 10 人全員でやり遂げたことです。  

 

【スイカ・カボチャの棚仕立て空中栽培による効

果的栽培方法の検討】 

       1 班 ほっこり姫グループ 逸見 義孝 

何年か前に､天空カボチャというカボチャの空中栽培が､

話題になったことがありましたが､カボチャの空中栽培が可能

なのであれば､スイカも可能なのではないかと思ったのが､この

研究をやろうと考えたそもそものはじまりでした｡ただスイカは

露地栽培でも栽培はカボチャほど簡単というわけでもなく、初

めて空中栽培をするにはハードルが高いかなとの思いもあり､ 

スイカに加えてカボチャの栽培を平行して行うことでスイカ栽

培失敗時のリスクヘッジとしました｡ 

実際に空中栽培をやってみると､カボチャは比較的うまくで

き、色ムラや傷もない形のよいものができましたが､スイカの苗

は８本中５本の苗が途中で枯れてしまいました｡  

それでも空中栽培は､整枝、誘引、受粉等の作業が容

易で､17 個のスイカが収穫できました｡  

スイカ・カボチャの栽培において、空中栽培は露地栽培よ

りも優れた点が多く、特に家庭菜園のように耕地面積が限

られた場所では有効で、棚の下で他の作物の栽培も可能

です。また、マンション等のベランダでの栽培も日照が得られ

れば、プランターと支柱を活用しても栽培は可能ですので､

一度トライしてみてはいかがでしょう｡ 

 

   

【ジャガイモの仕立て本数の違い 並びにタネイモ

の大きさや形状違いによる、収穫量の比較】 

２班 ジャガイモグループ 岩本 博幸 

一般的にジャガイモは、芽欠きをして茎数を調整しながら

栽培します。そこで仕立て本数（茎数）の違いによる収穫

量などを比較・検証し、今後の家庭菜園などで役立つ資料

としてまとめたいと、２月末に５名のグループ員で研究栽培 

をスタートさせました。 

品種はキタアカリとメークインを選定し、１本仕立てから４

本仕立てまでの４ケースで実施しました。栽培は土作りから

収穫までを同一手法・同一管理で行いました。天候にも恵

まれ順調に推移し６月中旬に収穫並びに計測を行いまし

た。収穫量は１株当たり平均 1.4kg とまずまずの出来ばえ

でした。検証の結果、両品種共にほぼ同じような傾向を示

しており、世間で推奨されている通り２・３本仕立てが収穫

量も多く、手頃なＭ・Ｌサイズの比率も高いことが確認出来

ました。また、仕立て本数が増えるに従い、小さなサイズが多

くなる傾向も併せて確認できました。狙い通りの結果が得ら

れて満足しています。一方、同時に行ったタネイモの大きさや

園芸専攻グループ学習発表会はカレッジホールで 2 月 4 日に開催されました。 

６つのテーマの研究栽培の発表がありましたが、今までの培われたチームワークのもと、半年以上の間の土作りや栽培、観

察、測定、結果のデータを分析し、まとめられた研究成果は先輩方だけでなく私たち後輩の今後の活動にもつながる発表だっ

たと感じました。また日々の活動を楽しく活き活きと発表されている姿にも感銘し受け継いでいきたいと思いました。 

ご指導いただく金地通生先生からの講評をいただき閉会しました。 

（園芸 28 期 本橋 平和） 

 

しっかりした空中栽培棚 たわわに実りました 
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防鳥ネット作業風景 収穫した落花生 

形状違いによる収穫量の比較では、トカチコガネを採用して

実施しました。しかし栽培がやや難しい品種であったのと、別

要因で枯れや生育不良が多く発生し、思った成果が得られ

ない残念な結果となってしまいました。 

 

 

【甘いトマトを作るのに適した栽培環境を調べる】 

2 班 フルティカグループ 上島 義明 

甘いトマトを作るのには、水をやり過ぎないのがポイントとさ

れています。露地栽培では天候にも左右され、やり過ぎず

枯らさずの「ちょうど良い水やり」を行うのは、非常に難度が

高いのです。そこで、家庭菜園でも可能な条件下で、甘い

トマトを作るのに適した栽培環境を調べることにしました。 

4 月末にトマト苗を定植し、栽培環境も 4 区画（基本

栽培・マルチ栽培・防水栽培・防水栽培＋袋栽培）の条

件で栽培を開始しました。定植直後、強風と雨が続き全て

の苗が黒斑病になり、全滅かと思われましたが、薬剤散布

などでよみがえりました。また、昨年は梅雨入りが平年より

21 日も早く、土壌水分量の調整が難しい中、防水栽培＋

袋栽培が最も甘いトマトを栽培するのに適していることが調

査で分かりました。しかし、鳥害（ヒヨドリ）や、台風による

被害で最後まで収穫することができませんでした。自然の厳

しさを思い知らされました。この体験を活かし、家庭菜園にお

いて自然災害を考慮した美味しいトマト作りに挑戦してみた

いと思います。 

 

 
【サツマイモの栽培方法の違いによる差異】 

3 班 サツマイモグループ 加門 敏秀 

コロナ禍で密にならず育てやすい作物ということで、サツマ

イモを栽培品目にした。芋は種芋から育てた苗と種苗店で

購入した苗を植え付け、収穫量と糖度を検証した。 

3 月 2 日よりスーパーで買った鳴門金時芋を 3 班 8 人

が、5 月 7 日植え付けを行うべく各家庭で水耕栽培、温床

栽培にて苗作りに挑戦。芋の葉の成長を楽しみながら苗を

育てていたが、苗は 7 葉 7 節あるものとしたことから予定日

には間に合わず、緊急事態宣言中ということを理由に 2 週

間延長し、やっと 14 本の苗を確保した。植え付け後は、除

草，蔓返しをたまにするぐらいで順調に成長し、10 月収穫

を迎えた。収穫後、過去に洗って腐らせた経験から、天日

乾燥後土を払い新聞紙で包み、2 週間農園倉庫の棚に

保存した。そうすることにより糖度は 3 割から 4 割上昇し、お

いしい芋になった。 

今回の研究で、苗の選び方で萎えて乾燥した苗が良い、

種苗店の購入苗は手ごろなサイズの芋が多くとれるとか、糖

度が芋の部位によって違うことなどさまざま知らないことも多く、

農業の難しさ、奥深さ、また作物を育てることの楽しさを知っ

た。 

 

 

【肥料・栽培方法の違いによる落花生の収穫へ

の影響】 

３班 落花生グループ 村井 一水 

園芸専攻 26 期３班です。私たちは栽培作物を『落花

生』とし、研究テーマは『肥料・栽培方法の違いによる落花

生の収穫への影響』としました。落花生は紀元前 2500 年

のペルーの遺跡から殻等が見つかっており、4500 年以上も

人類との関わりがある作物です。また気候や外敵から身を

守るために、地中結実という珍しい特徴をもった作物でもあ

ります。身近な落花生ですが、意外と栽培した経験が少なく

実際に栽培してみたかった。そして肥料の違い、また土寄せ

という栽培に手間をかけることが収穫にどの程度影響するの

か、を実験検証してみたかったというのがテーマの選定理由

になります。 

栽培は５月の種豆植えから 10 月の収穫まで 137 日に

及びました。地中に子実がなるということで、収穫ができるの

か最後まで不安でしたが、そのぶん無事に収穫できた時の

喜びはひとしおでした。我々の栽培経験では『有機系肥料

使用・土寄せ有』が収穫量で優位、という傾向がみられまし

た。落花生は比較的簡単に栽培できる作物です。皆さんも

チャレンジされてはいかがでしょうか。 

収穫物を前に 班員で収穫中 

研究畝前にて 袋栽培のトマト 

26 期 3 班のメンバー 家庭での水耕栽培 
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【和太鼓グループ】 

チーム名 華太鼓 26 

演奏曲 「華乃舞」 

作 曲  松村 公彦 

指 導  松村組 松村 公彦 先生、 

松村 初恵 先生、鳥居 侑平 先生 

リーダー 戸田 和子、中尾 和美 

松村公彦先生が作曲された「華乃舞」は各種の太鼓の

音質や演奏の違いを知り、楽器を通して自己表現し３年

間の集大成として仲間と共に華やかに舞うことを課題とした

ものです。 

メンバーは男性２名女性 14 名でほぼ全員が和太鼓を

叩くのは初めてでした。初めの頃は少しの練習で身体のあち

こちが痛くなるし、音もテンポもバラバラでしたが、お互いに励

まし教え合いながらマスク着用の息苦しさにも耐え、合計

53 日（延べ約 130 時間）の自主練習を重ねました。仲

間同士の絆が深まった頃、身体の痛みは感じなくなりました。

心待ちにしていた月に 1 度の松村先生の授業は分かりやす

く毎回少しずつ上達しました。初めて篠笛に挑戦した２人

の努力も実り、篠笛メロディ入りの華やかで伝統ある和太

鼓演奏になりました。 

卒業演奏では16名の仲間が心を一つにして、練習の成

果を存分に発揮し力強い演奏ができたと思います。「華太

鼓 26」ならではの「華乃舞」をホールいっぱいに響かせること

ができ感激しました。 

熱心にご指導くださった先生方、応援してくださった高山

さんはじめ事務局の方々に感謝し、心よりお礼申し上げま

す。 

【パーカッショングループ】 

チーム名 Treize Etoiles ～ 

フランス語で「13 の星」 

曲 名  「男と女」「オー・シャンゼリゼ」 

編 曲  山中 佑起子 

指 導  山中 佑起子 先生、柏木 菜穂子 先生 

リーダー 池田 充志、薗田 真由美 

「Treize Etoiles(13 の星)」は男性 8 名女性 5 名の

楽しい仲良しメンバーです。このメンバーでオリエンテーション

をやった時に、講師の山中先生は、みんなの希望を聞きな

がら、フランスのイメージが湧いてきて、映画音楽「男と女」と

「オー・シャンゼリゼ」をパーカッションアンサンブルにアレンジし

てくださいました。フランスのシャンゼリゼ通りを歩く夢の中で、

どこからともなく聞こえてくるパッフェルベルのカノンを織り込んで

輝く Treize Etoiles、13 の星。 

コロナ禍でフランスに行けないだけでなく、卒業演奏に向

けての練習さえもいつ中断されるか分からないという不安な

状況で、自主練習を積み重ねていきました。1 人あたりの担

当打楽器は今までの卒業演奏会よりも多く、１つの曲で、

１人が３つも５つも楽器を受け持ったので、シーン転換で

はタイミングを逃さない機敏な持ち替えを要求されました。チ

ームのノリの良さと互いを思いやる優しさで、調和を大切にし

ながら演奏する中で、私たちの絆は卒業に向けてより強くな

っていきました。そして、前半の変拍子に苦労しながらも、後

半の賑やかなパーカッションアンサンブルからのラストスパート

はパワフルな演奏で完結しました。 

先生方の熱心なご指導や、事務局の方々に支えていた

だいたことに深く感謝しております。本当にありがとうございま

した。 

 

 

3 月 1 日カレッジホールで 26 期学習発表会（卒業演奏会）がありました。「和太鼓」「パーカッション」「合唱」の３

部門で「和太鼓」「パーカッション」はそれぞれのグループに分かれて、「合唱」は全員での発表でした。 

和太鼓は力強く、迫力があり日本の楽器の良さを知らされ、パーカッションはフランスの街並みが目に浮かぶ響きでし

た。３年間の学生生活のうち、２年以上もマスクでの合唱はご苦労されたと思いますが、美しいハーモニーと心のこもった

歌声には感動しました。先輩方の努力に敬服した１日となりました。 

(音文 28 期 仲川 一美) 




